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アイソトープ診断治療学分野 
論文 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

工藤 崇・教授 評議員 日本核医学会 

工藤 崇・教授 理事 日本心臓核医学会 

工藤 崇・教授 プログラム委員 日本核医学会 

工藤 崇・教授 プログラム委員 PET サマーセミナー2016 in 熊本 

工藤 崇・教授 プログラム委員長 New Town Conference 

西 弘大・助教 分子イメージングに関する教育研修プログラム 

講師 
国立大学アイソトープセンター長会議 

井原 誠・助教 ウォーク&ランフェスタ  
チャーミング賞 2016  選考委員 

一般社団法人 ナンフェス 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

工藤 崇・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

FDG PET腫瘍診断と腫瘍遺伝子変異の関連に

基づくテーラーメイド医療の開発 

西 弘大・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
癌関連アミノ酸トランスポーター system 
ASC・N 特異的腫瘍診断用薬剤の開発 

西 弘大・助教 日本学術振興会 分担 基盤（B） 
新規ジェネレータの特性に基づく多様な

68Ga 薬剤の一元的製造システムの構築 

西 弘大・助教 日本学術振興会 分担 基盤（B） 
マウスモデルを用いたウイルス感染病態の

分子イメージングダイナミクス解析 

西 弘大・助教 日本学術振興会 分担 基盤（B） 
ロバスト性の高い放射線科学文化の創造 
-放射線ラーニングの新展開 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

工藤 崇・教授 非常勤講師（放射線医学） 長崎医療技術専門学校 

工藤 崇・教授 非常勤講師（医科学特論） 福井大学 

西 弘大・助教 非常勤講師（高校理科研修講師） 長崎県立北陽台高校 

 

https://www.facebook.com/nanfes/?fref=nf

